
地域密着型特別養護老人ホームいなわしろホーム 

令和 5 年度第 5 回運営推進会報告書 

開催日時  令和 6 年 1 月 16 日（火）13 時 30 分～14 時 10 分 
場  所  いなわしろホーム家族介護者教育室 

参加者 議  題 

入居者ご家族   ２名 
地域代表者    １名 
猪苗代町職員   １名 
管理者（議長）  １名 
事務局      ４名 

1. 議題 
① 令和 5 年度上期事業報告について 
② 事故報告について 
③ ヒヤリハット報告について 
④ ユニットケアの取り組み 

2. その他 
会   議   録 

1. 議題 
① 令和 5 年度上期事業報告について―事務局より、上期事業報告を資料の通り順番に報告す

る。 
（管理者）日常生活自立度について説明をお願いします。 
（事務局）入居者 20 名に対して日常生活自立度ランクがⅢ以上の方の割合を計算していま

す。認知症専門ケア加算の取得要件でもあり、割合が 50%以上で加算取得となります。 
② 事故報告について―事務局から、令和 5 年 12 月 29 日に発生した事故について事故報告書

を持って報告する。 
（地域代表者）事故前の状況について説明をお願いします。 
（事務局）朝食を摂らず、体調不良の訴えがあった。その前からヒヤリハットの報告と自室

での転倒の事故があり、その旨の申し送りはされていました。 
（地域代表者）体調不良が続いていたなら、入浴中止の判断も必要であった。高齢でもある

ので無理はできなかったと思います。 
（事務局）状態をみて総合的に判断する必要があったと考えます。今後の反省とします。 
（地域代表者）夜勤者からの伝達はなかったのか？ 
（事務局）夜勤者からの申し送りによる伝達はあるが、中止にする判断をするための話し合

いは足りなかったと思います。 
（管理者）職員への申し送りは必ず行って下さい。 
（地域代表者）入居者 20 人に対して看護師 1 人ではなく、配置を増やす必要があるのでは

ないか？  
（事務局）看護師の配置については、退職者がおり前年に比べ配置人数は少なくなってい

る。職員が足りないのは事実で、職員の募集をしています。現状では、少ない職員人数でも

入居者様の体調管理ができる体制を構築する必要があると考えます。 
（利用者家族）申し送りは文章で申し送っているのでしょうか？ 
（事務局）申し送りノートを作成しています。 
（利用者家族）体調による判断は、文章を見るだけではなく、事故が起こり得る等の注意喚

起をして申し送る事が必要だと思います。 
（地域代表者）面会時のマニュアルを作成していたと思うが、それは活用出来ているのでし



ょうか？ 
（事務局）それについては、未だ活用が出来ていない状態です。 
（地域代表者）面会時だけでなく、職員への周知のためにも活用をお願いします。 

③ ヒヤリハットについて―11 月 12 月のヒヤリハットについて報告する。 
（地域代表者）センサーのスイッチを入れ忘れだが、スイッチが入っていないと職員が分か

るようになっているのか？ 
（事務局）現場を見て確認しないと分からないようになっています。 
（地域代表者）スイッチは入れっぱなしにはできないのか？ 
（事務局）スイッチを切らなければならない場面があり、それが原因で入り忘れが起きてし

まう。 
（利用者家族）モニタに大きく表示できるようにすれば管理しやすいのでは？ 
（管理者）ICT の活用を検討する必要があると思います。職員がダブルチェックをして事故

防止をしていきます。 
④ ユニットケアの取り組みについて―クリスマス会、新年の書初め、団子差し等のイベントを

行った事を説明する。 
2. その他 
①空床利用の終了について―事務局より、ユニット型短期生活介護事業所について、空床によ

る利用実績がなく、令和 6 年 3 月をもって終了となる事を報告する。 
②次回開催 令和 6 年 3 月 12 日（火）13 時 30 分～ 

 


